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 確かに増えた、外国の方々が。地元の観光地奈良公園は、今では日本の 

人の方が少ないように感じる。我が国に半年間で１０００万人近くの外国 

人観光客が来られるこのご時世、どこぞの国の‘爆買い’イメージにとら 

われて‘おもてなし’精神が薄い私は、目の当たりにする風景にまだまだ 

ついて行けてないのかも知れない。 

 そんな私は、ついこの間まで偉そうにも「国際人」だと思い込んでいた。 

無論、英語が喋れるわけではない。外国語とは言っても韓国語を少々、否、 

挨拶程度なのに会得した気分で振る舞ってきた。７か国１０数度の異国に 

渡った経験からか、若い職員さんには生意気にも 

「海外に行けば、何か得られる」 

なぞと言う、わけの分からない諭しを告げてきた。 

  

 数か月前、このやすらぎ園に「タイ日友好団」の方々が来られた。この 

４０年間で海外からの訪園は８か国目だ。幾度と来られる韓国の方を始め 

異国人の見学に、利用者さんは然程驚いたような素振りも見せず 

「笑顔で接すれば、人類皆わかりあえる」 

とでも言いたげに、微笑みながらいつも落ち着き払って振る舞われている。 

「きっと大阪万博の経験が活かされているに違いない」 

勝手な決め付けをしながら自称‘国際人’の私は、付け焼刃のタイ語を 

メモにしたため得意げに挨拶を交わし、団長と名刺を交換する。にわか仕 

込みの声かけにさぞや感嘆されると期待していると、流暢な日本語で一言 

「ウエダサン、ワタシタチ‘カンジ’ワカラナイ！‘イングリッシュ’ネ！」 

おもてなしのタイ語は吹き飛び、薄っぺらな国際人としてのプライドは 

もろくも崩れ去った。 

 

 後日、名刺の裏に‘イングリッシュ’を書き加えることとした。正確な 

翻訳か否か、留学経験のある英語が達者なＹ介護員責任者に確認した後、 

‘植田’と‘ＵＥＤＡ’が記された真新しいカードは完成する。 

一枚の名刺はつぶやいている、国際人への道程は遠く険しいと。 


